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富谷市議会政治倫理審査会
審査結果報告（概要）

　令和８年８月10日、議員15名の連署をもって、富谷市議会議員政治倫理条例（以下、「条例」
という。）第８条の規定に基づき、審査請求書が議長に提出されました。このことにより、富谷
市議会政治倫理審査会を設置し、３回にわたり当該事案についての審査が行われ、10月８日に
審査会委員長より審査結果報告書が提出されました。

1 審査請求の対象となった議員

2 審査結果

3 審査会設置の経緯

長谷川　る美　議員

　条例第５条（１）の政治倫理基準に一部抵触していると判断する。

　条例第17条の規定に基づき、審査請求の対象となった議員に対し、同条（３）の措置として、「文

書による注意」及び「情報発信を含め、市民に疑念を持たれないための自身の今後の対応について、

文書による説明を求める」とするのが相当であると思われる。

　令和８年３月４日、議長及び副議長連名による「厳重注意」が当該議員に発せられた。本市議会で

は以前から「厳重注意」が発せられた際は慣例により「とみや議会だより」に掲載されてきた。当該

議員は、慣例があるにも関わらず、編集作業中に記事掲載について異議を唱え始め、発行責任者であ

る議長あてに「議会だより掲載に関する異議申し立て」を行ったものの、議長からの回答に納得せず、

掲載の阻止に奔走する行為が繰り返し行われた。

　このことに端を発し、議員間よりその他の行為についても条例に抵触する疑いが持たれるようにな

り、議員全員協議会の協議を経て、当該議員を除く議員全員賛同のもと、政治倫理審査請求を行うこ

とに値するものと判断された。

　この結果を受け、令和８年８月10日、本市議会議員15名の連署をもって条例第５条（１）及び（６）

に抵触していると思われることから、条例第８条に規定する審査請求書が議長あて提出され、審査会

が設置された。

審査結果報告書の全文は、市公式ホームページに掲載しています。
https://www.tomiya-city.miyagi.jp/information/2026/10/

c74c643e6783f52cc8f3a0f526be0b802e3e271f.html
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富谷市議会議員政治倫理条例とは

議員の責務
　市民のために責任を持って活動し、常に自分を磨き、品位を保ち、市民から求められなくても積極的に情
報発信（情報発信を市民から依頼されたときだけ行うのではなく、議員自身が主体的に行うこと）を行う。
議員が守る主なルール
１　議員の立場を利用して不正をしない
　議員としての品位を損なう行為や、市民から「何か不正をしているのではないか」と疑われるような行為
を慎む。
２　特定の人・企業だけを優遇しない
　市の許認可や契約などについて、特定の個人、特定の企業、特定の団体のために、有利な取り計らいは慎む。
　つまり、「議員だから、この人・この会社を特別扱いしてほしい」という働きかけをしてはいけない。
３　市職員の人事に介入しない
　市職員の採用、昇任、異動に議員が関与することは禁止されています。
　さらに、市職員の公正な仕事を妨げたり、議員の影響力を使って不正に働きかけたりすることも禁止され
ています。
４　根拠のある情報を発信する
　議員の発言及び情報発信は、確かな事実に基づいて行うことが求められます。
　これは議会での発言だけでなく、議員による市民への情報発信を考えるうえでも重要な規定です。

◆「この議員は条例に違反しているのでは？」と思ったら
　この条例の大きな特徴は、市民から審査を求めることができることです。
　市民が政治倫理基準に違反していると考える場合、証拠となる資料を添えて、議長に審査を請求できま
す。ただし、誰でも１人で請求できるわけではなく、富谷市の有権者総数の25分の１以上の署名が必要に
なります。 

◆ 審査はどう行われる？
　審査請求があると、議長は「富谷市議会議員政治倫理審査会」を設置します。（議決や決議は不要）
　審査会は、学識経験者、市民、議員などから構成され、審査請求が適切か、そして議員が政治倫理基準に
違反しているかを審査します。

◆ 違反したら「議員を辞めさせられる」の？
　議員を解職させる制度ではありませんが、条例では、議長は、審査会の審査結果を尊重し、政治倫理基準
に違反し、政治的・道義的に重大な責任があると認められた場合は、議員辞職の勧告、議会への出席自粛の
勧告等の措置を講ずることができると定められています。

「富谷市議会議員政治倫理条例」の概要についてご紹介いたします。
令和元年６月に議員発議により制定され、運用されている条例の一つになります。

〈 目 的 〉
　この条例は、富谷市議会議員（以下「議員」という。）が市政に関して市民の厳粛な信託を受け
ていることを認識し、市民全体の代表者として人格及び倫理の向上に努め、自己の地位による影
響力を不正に行使して自己の利益を図ることのないよう必要な措置を定めることにより、市政に
対する市民の信頼に応え、公正で開かれた市政の発展に寄与することを目的とする。

ための条例
● 議員の権力を私的利益のために使わせない
● 特定の人を特別扱いさせない
● 市民からチェックできるようにする

〜〜市民の皆様へ〜〜
　今期、二度目となる政治倫理審査会の設置に至ったことは、議会として重く受け止めております。
　このたびの件を通じ、私たち議員は、市民の負託に応えることの原点に立ち返り、市民全体の代表者として、
人格および倫理の向上に努めることが責務であると改めて深く認識したところであります。
　富谷市議会は、市民の皆さまから信頼される議会を目指し、議員の倫理意識の向上と時代に即応した改革を議
会自ら進めてまいります。� 富谷市議会議長　畑　山　和　晴
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委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
案
審
査

予

算

決
算
審
査

　
昨
年
11
月
か
ら
12
月
の

１
ケ
月
間
、
し
か
も
１
週
間

の
う
ち
、
水
木
金
の
３
日
間

の
運
行
で
約
１
１
０
０
万
円

の
経
費
を
要
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
関
し
て
の
見
解
は
。

　
こ
の
実
証
運
行
事
業
で

は
、
ア
プ
リ
の
開
発
、
市
民

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
運
行

設
計
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
そ

れ
か
ら
対
象
エ
リ
ア
の
選
定

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
含

ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ぐ
ら
い
の
金
額
は
妥
当
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
の
使
用
状
況
と
、
市

民
の
皆
様
か
ら
の
お
声
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
し
た
か
。

　
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
は
昨
年
の
10
月
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
ア
ク
セ
ス

件
数
が
４
４
０
０
件
以
上
と
、

非
常
に
い
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
様
か

ら
も
、
バ
ス
待
ち
の
状
況
が

あ
る
程
度
分
か
る
と
の
お
声

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
都
市
再

生
整
備
計
画
の
策
定
に
は
、

ど
の
く
ら
い
の
期
間
が
か
か

り
ま
す
か
。

　
令
和
10
年
度
末
ま
で
の

策
定
予
定
で
す
。

　
事
業
の
詳
細
は
。

　
学
び
合
い
の
学
習
の
定

着
と
、
小
学
５
年
生
以
上
の

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
Ｓ

Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で
す
。

　
運
営
審
議
会
で
は
残
食

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
意
見

が
あ
り
ま
し
た
か
。

　

食
べ
や
す
い
献
立
や
、

栄
養
士
に
よ
る
食
育
の
授
業

を
行
い
、
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

た
捕
獲
わ
な
の
詳
細
は
。

　
囲
い
わ
な
・
く
く
り
わ

な
を
１
１
１
基
設
置
し
、
イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
１
３
９
頭
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
59
頭
を

捕
獲
し
て
い
ま
す
。

　
ど
の
地
区
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
市
内
９
地
区
の
12
カ
所

で
す
。

　
令
和
７
年
度
の
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録

者
数
と
就
業
率
は
。

　
会
員
数
は
４
３
１
名
で

す
。
前
年
度
よ
り
６
名
増
で
、

そ
の
う
ち
女
性
会
員
が
１
１

１
名
で
す
。
就
業
率
は
、
95

％
の
目
標
に
対
し
88
・
４
％

で
す
。

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

問答市
民
バ
ス
運
営

問答

教
育・福
祉

病
院
誘
致

問答学
習
向
上
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

問答給
食
セ
ン
タ
ー

問答

産
業・建
設

農
作
物
有
害
鳥
獣
等

駆
除

問答問答労
働
雇
用
対
策

問答

総
務・財
政

令和７年度 決算審査および監査意見
こんな質疑がありました

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会

計
に
つ
い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
９
月
17
日
と
18

日
に
設
置
し
、慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。監
査
委
員
の
意
見

お
よ
び
審
査
中
に
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
は
次
の
通
り
で
す
。

　
同
委
員
会
に
よ
る
審
議
の
結
果
、
一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
公
営
企
業
会
計
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
賛
成
と
な

り
、
原
案
の
通
り
認
定
さ
れ
、
最
終
日
の
本
議
会
に
お
い

て
可
決
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
意
見

令
和
７
年
度
の
一
般
会

計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
は
概
ね
適
正
と
認
め
る
。

事
業
推
進
に
つ
い
て
は
、

第
２
次
富
谷
市
総
合
計
画
の

策
定
、
複
合
図
書
館
ユ
ー
ト

ミ
ヤ
の
開
館
、
総
合
病
院
公

募
な
ど
を
高
く
評
価
す
る
。

今
後
も
引
き
続
き
着
実
に
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
さ
れ
た
い
。

財
政
運
営
で
は
各
種
財
政

指
標
が
低
下
傾
向
に
あ
る
が
、

財
政
力
指
数
は
前
年
度
と

同
じ
０・
７
５
を
維
持
し
た
。

市
債
に
つ
い
て
は
地
方
債
を

適
切
に
活
用
し
、
各
種
事
業

を
着
実
に
推
進
し
て
い
る
が
、

近
年
の
物
価
高
騰
に
伴
う
行

政
コ
ス
ト
の
増
加
、
公
共
施

設
の
老
朽
化
、
社
会
保
障
関

係
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
の
で
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
一
層
努
め
ら
れ
た
い
。

さ
ら
に
、
基
幹
業
務
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
に
伴
う
課
税

誤
り
や
支
払
遅
延
が
発
生
し

た
。
職
員
の
不
祥
事
も
発
生

し
、
市
役
所
の
信
頼
回
復
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
職
員
が
緊
張
感
を
持
っ
て

業
務
に
遭
進
さ
れ
た
い
。

富
谷
市
監
査
委
員
　
　

眞
山
　
巳
千
子
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委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
案
審
査

決
算
審
査

予

算

● ● ●補正予算の主なつかいみち●● ●

◦学校給食センター運営・維持管理事業� 3,160万円
物価高騰の影響に伴う、賄材料費が不足することから所要額を計上するもの。

◦農業用施設災害復旧費� 1,588万円
７月25日に発生した大雨により被害を受けた農業用施設の災害復旧に要する所要額を計上するもの。

◦結婚新生活支援事業� 1,050万円
新規に婚姻した世帯を対象に住居費や引越費用の助成に係る所要額を計上するもの。

◦道路交通安全施設整備事業� 997万円
富ケ丘小学校付近の市道について自転車及び歩行者用の安全対策工事を行うもの。

◦大亀山森林公園維持管理事業� 364万円
クマ対策を目的に、誘引木の伐採費用やパトロール用備品を購入するもの。

　
ユ
ー
ト
ミ
ヤ
の
消
耗
品

増
額
は
ど
う
い
っ
た
経
費
で

す
か
。

　
多
く
の
方
々
に
来
館
い

た
だ
き
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
や
傘
袋
な
ど
が
不
足
し

補
充
経
費
で
す
。

　
複
写
機
使
用
料
の
増
額

計
上
の
要
因
は
。

　
多
く
の
視
察
や
取
材
を

受
け
、
そ
の
際
の
資
料
印
刷

に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
ま

し
た
。

　
印
刷
経
費
削
減
の
た
め

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
対
応
を
進

め
て
は
。

　
今
後
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の

対
応
を
検
討
し
ま
す
。

　

教
育
総
務
費
補
助
金

２
１
０
万
円
増
額
の
内
容
は
。

　
中
総
体
東
北
大
会
、
全

国
大
会
へ
の
派
遣
補
助
増
額

分
で
す
。

　
部
活
動
地
域
移
行
団
体

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

　
地
域
ク
ラ
ブ
分
は
生
涯

学
習
課
で
予
算
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
地
方
創
成
臨
時
交
付
金

を
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
教

育
費
に
充
当
し
た
理
由
は
。

　
賄
い
材
料
費
が
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
給
食
費
へ
充

当
し
ま
し
た
。

　
賄
い
材
料
費
は
今
後
ど

の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
か

想
定
し
て
い
ま
す
か
。

　
今
後
の
物
価
高
騰
を
予

測
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、

値
下
が
り
す
る
こ
と
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
補
正
予
算
で
災

害
箇
所
す
べ
て
の
工
事
が
完

了
し
ま
す
か
。

　
地
元
の
方
と
現
地
を
確

認
し
今
後
も
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

ユ
ー
ト
ミ
ヤ
運
営

問答問答問答中
体
連
大
会
等
派
遣
補
助

問

答問答学
校
給
食
運
営

問答問答

農
業
施
設
災
害
復
旧
工
事

問答

一 般 会 計 補 正 予 算
令 和 8 年 度

令
和
８
年
度
９
月
補
正
予
算
は
、
８
億
３
５
４
２
万
円
を
追
加
し
、
総
額
２
０
４
億
１

９
４
３
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
結
婚
新
生
活
支
援
、
道
路
交
通
安
全
施
設
整
備
や
住
宅

宅
地
震
災
対
策
、
市
道
維
持
管
理
や
小
・
中
学
校
に
お
け
る
給
食
費
無
償
化
を
引
き
続
き

維
持
す
る
た
め
、
物
価
高
騰
に
伴
う
賄
材
料
費
の
不
足
分
、
７
月
25
日
に
発
生
し
た
大
雨

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
に
係
る
所
要
額
の
増
額
な
ど
で
す
。

▲�大亀地区
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第３回定例会（9/7〜9/25）　議案採決結果一覧

議　　　　　案
賛　
成

反　
対

議決結果

須
藤　
　
義

伊
藤　
嘉
樹

畠
山　
由
美

荒
谷　
　
敏

菊
池　
美
穂

渡
邊　
清
美

佐
藤　
浩
崇

塩
田　
智
明

菅
原　
福
治

金
子　
　
透

浅
野　
直
子

長
谷
川
る
美

出
川　
博
一

青
柳　
信
義

渡
邊　
俊
一

村
上　
　
治

畑
山　
和
晴

第　
　
　
　
　
　
３　
　
　
　
　
　
回　
　
　
　
　
　
定　
　
　
　
　
　
例　
　
　
　
　
　
会

富谷市監査委員条例の一部改正について 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案

富谷市立学校の設置に関する条例の一部改
正について 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市立幼稚園授業料徴収条例の廃止につ
いて 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市立幼稚園預かり保育条例の廃止につ
いて 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市立幼稚園運営審議会条例の廃止につ
いて 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和８年度富谷市一般会計補正予算 
（第２号） 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和８年度富谷市市営墓地特別会計補正予算
（第２号） 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和８年度富谷市国民健康保険特別会計補
正予算（第２号） 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和８年度富谷市介護保険特別会計補正予算
（第２号） 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和８年度富谷市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号） 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和８年度富谷市下水道事業会計補正予算
（第２号） 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

財産の無償譲渡について 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

和解及び損害賠償額の決定について 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

教育委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて 16 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和８年度富谷市一般会計補正予算 
（第３号） 16 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて 16 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて 16 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて 16 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて 16 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和７年度富谷市一般会計歳入歳出決算の
認定について 16 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和７年度富谷市市営墓地特別会計歳入歳
出決算の認定について 16 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和７年度富谷市国民健康保険特別会計歳
入歳出決算の認定について 16 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和７年度富谷市介護保険特別会計歳入歳
出決算の認定について 16 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和７年度富谷市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について 16 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和７年度富谷市下水道事業会計利益処分
及び決算の認定について 16 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和７年度富谷市水道事業会計利益処分及
び決算の認定について 16 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○賛成　　×反対
※議長（畑山和晴）は採決に加わりません。



政務活動費の収支を報告します政務活動費の収支を報告します
○会派等別収支内訳（令和７年度）
　※政務活動費（一人当たり上限月額15,000円）実支出� （単位：円）

会派名（人数） 申請額 支出額 戻　入
日本共産党� 1人 180,000 0 180,000
公明党� 2人 360,000 349,062 10,938
新星とみや� 6人 1,080,000 1,047,186 32,814
開誠会� 2人 360,000 112,040 247,960
無会派議員� 6人 1,080,000 705,938 374,062

計　17人 3,060,000 2,214,226 845,774

○使途別内訳
　（支出額は各会派及び議員の使途項目別の合計額です）

調査研究費
（88.6％）

資料購入費
（2.0％）

研修費
（9.4％）

富谷市議会録画配信URL

富谷市議会インターネット 検索

https://tomiya-city. 
stream.jfit.co.jp
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詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

TEL 022-358-0622

次回の定例会は次回の定例会は
11月下旬開会予定です。11月下旬開会予定です。
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　第３回定例会では12人の議員が質問に立ちまし
た。各議員が行った一般質問の概要を8ページ
から14ページまで発言順に掲載しています。
　文章については、議員自ら作成していますので、
原則として原文のまま掲載しています。
　なお、一般質問についての詳細は議員にお尋ね
ください。

市政を
問う

一般質問

菅原 福治 議員
◦「産業創出」と「地域経済の活

性化」について

9P

青柳 信義 議員
◦身寄りのない高齢者等サポート

事業について

9P

渡邊 俊一 議員
◦市民の安全安心のため、防犯カ

メラの設置・増設について

10P

畠山 由美 議員
◦熱中症対策について
◦低出生体重児と家族に対する支

援の充実について

10P

須藤 義 議員
◦子どもホスピス整備の検討を
◦学校の開門時間、本市の見解は

11P

浅野 直子 議員
◦健康寿命の延伸と社会参加の 

推進
◦高齢者の移動支援について

11P

荒谷 敏 議員
◦市内スポーツ施設の整備推進と

環境の充実について

12P

出川 博一 議員
◦新商品開発補助金のその後は
◦市民センター移行のその後は

12P

長谷川 る美 議員
◦「ブックスタート事業」の導入

について

13P

菊池 美穂 議員
◦高齢者のごみ出し支援について
◦ごみ屋敷対策・放置車両対策に

ついて
◦路線バスを維持するための連携

強化について

13P

渡邊 清美 議員
◦災害時の避難所運営について

14P

伊藤 嘉樹 議員
◦我が市の子育て・教育について

14P

このページでは議員が提出した一般
質問通告書のとおり掲載しており、
次ページ以降の見出しと異なる場合
があります。



とみや議会だより 第41号
2026年（令和８年）11月１日9

委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
案
審
査

決
算
審
査

予

算

政
府
は
２
０
２
６
年
６
月
、

頼
れ
る
親
族
が
い
な
い
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
等
を
包
括

的
に
支
え
る
新
事
業
を
盛
り

込
ん
だ
、
改
正
社
会
福
祉
法

を
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・

成
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
主
に
家
族
や
親

族
が
担
っ
て
き
た
役
割
を
国

が
正
式
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
制
度
化
し
、
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
が
主
体
と
な
っ

て
高
齢
者
等
を
公
的
に
支
え

る
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
こ
れ

ま
で
家
族
や
親
族
が
担
っ
て

き
た
役
割
を
誰
が
担
う
の
か

と
い
う
問
題
が
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に

と
っ
て
は
、
日
常
生
活
の
ち

ょ
っ
と
し
た
困
り
事
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
院
す
る

と
き
身
元
保
証
を
誰
に
頼
め

ば
い
い
の
か
、
施
設
に
入
所

す
る
と
き
誰
が
手
続
き
を
し

て
く
れ
る
の
か
、
認
知
機
能

が
低
下
し
た
と
き
誰
が
支
払

い
な
ど
を
支
援
し
て
く
れ
る

の
か
、
亡
く
な
っ
た
後
や
葬

儀
、
火
葬
、
住
居
の
片
付
け
、

公
共
料
金
の
解
約
な
ど
誰
が

行
う
の
か
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問

題
が
あ
り
ま
す
。

国
も
こ
う
し
た
課
題
を
個

人
や
家
族
だ
け
の
問
題
と
せ

ず
に
、
社
会
福
祉
の
仕
組
み

の
中
で
支
え
る
方
向
へ
大
き

く
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
数
は
。

　

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
方
は
今
年
７
月

末
時
点
で
１
，２
４
４
人
で
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
に
よ
る
日
常
支
援
か
ら

入
退
院
、
終
末
期
、
死
後
事

務
ま
で
を
切
れ
目
な
く
支
援

す
る
、
包
括
的
な
お
一
人
様

の
支
援
の
仕
組
み
、
富
谷
市

独
自
の
支
援
体
制
の
構
築
に

つ
い
て
検
討
す
る
時
期
と
考

え
ま
す
が
見
解
は
。

　
親
族
が
い
な
い
方
々
を

地
域
で
、
行
政
で
し
っ
か
り

と
責
任
を
も
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
、
今
後

し
っ
か
り
と
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
最
後
ま
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問答問

答

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
終
活
支
援
は

問
事
業
開
始
に
向
け
制
度
設
計
を
進
め
る

答

本
市
は
今
年
、
市
制
施
行

10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
人
口
増
加
や
住

環
境
の
整
備
を
進
め
、
企
業

誘
致
や
産
業
振
興
に
よ
り
、

市
の
基
盤
を
築
き
ま
し
た
。

富
谷
市
総
合
計
画
に
、
民

間
事
業
者
や
大
学
と
の
官
民

連
携
・
産
官
学
連
携
が
求

め
ら
れ
て
い
る
中
、「
と
み

や
・
つ
な
ぎ
・
つ
な
が
れ
」

Ｔ
３
み
ち
の
く
協
議
会
（
製

造
業
部
会
）
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

製
造
業
部
会
は
、
次
の
10

年
に
向
け
た
成
長
戦
略
と
し

て
、
新
た
に
企
業
を
呼
ぶ
政

策
と
、
市
内
既
存
企
業
を
育

て
る
政
策
を
車
の
両
輪
と
し

て
支
援
す
る
事
と
、
成
田
二

期
北
工
業
用
地
に
半
導
体
企

業
の
誘
致
を
持
っ
て
完
了
と

し
、
本
市
の
経
済
活
性
化
に

繋
げ
る
こ
と
で
す
。

早
急
に
成
田
二
期
北
工
業

用
地
に
電
力
等
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
進
め
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
の
調
査
・
研
究
、
立
地

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
製
造
業
部
会
の
課
題
と
、

今
年
度
の
重
点
取
り
組
み
は
。

　
参
加
企
業
が
少
な
い
状

況
で
す
。
参
加
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　
Ｔ
３
み
ち
の
く
協
議
会

の
具
体
的
目
標
は
。

　
本
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
産
官
学
の
連
携
、
産
業

振
興
、
雇
用
の
創
出
、
地
域

活
性
化
、
定
住
人
口
等
の
増

加
を
目
指
し
ま
す
。

　
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、

日
本
に
お
い
て
も
、
ま
だ

ま
だ
必
要
性
は
あ
り
ま
す
。

早
急
に
成
田
二
期
北
工
業

用
地
に
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
集
積
の
立
地
を
求
め

ま
す
。

　
９
月
11
日
、
成
田
二

期
北
工
業
用
地
が
国
か
ら

Ｇ
Ｘ
戦
略
地
域
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

本
制
度
は
、
電
力
、
通
信

イ
ン
フ
ラ
等
の
効
率
性
を
踏

ま
え
た
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
た
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
を
形
成
す
る
も
の
で
す
。

今
後
は
、
県
を
始
め
関
係

機
関
と
密
接
に
連
携
を
図
り

事
業
者
の
誘
致
に
努
め
ま
す
。

　
成
田
二
期
北
工
業
用
地

と
、
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

集
積
制
度
と
の
関
連
は
。

　
戦
略
地
域
の
認
定
は
、

製
造
業
、
関
連
企
業
等
の
立

地
の
優
位
性
を
高
め
ま
す
。

問答問答問答

問答

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
立
地
を
求
め
る

問
国
か
ら
本
市
が
Ｇ
Ｘ
戦
略
地
域
に
認
定

答

菅原　福治 議員

▲�厚生労働省HPより 青柳　信義 議員



とみや議会だより 第41号
2026年（令和８年）11月１日 10

委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
案
審
査

決
算
審
査

予

算

近
年
、
熱
中
症
に
よ
る
救

急
搬
送
や
重
症
化
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
室

内
で
も
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と

か
ら
、
住
宅
に
お
け
る
暑
さ

対
策
を
強
化
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
す
。

　
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て

い
な
い
高
齢
者
世
帯
に
、
購

入
・
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
が
必
要
で
は
。

　
熱
中
症
予
防
に
は
エ
ア

コ
ン
の
活
用
が
有
効
な
手
段

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
低
所
得
の
高
齢
者
世
帯

な
ど
リ
ス
ク
が
高
い
世
帯
へ

の
支
援
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
健
康
被
害
防
止
の
観
点

か
ら
重
要
と
考
え
、
対
象
世

帯
の
範
囲
や
支
援
内
容
、
財

源
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
ま
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ

ー
は
、
真
に
必
要
な
方
々
へ

周
知
徹
底
と
利
便
性
の
向
上

が
重
要
で
は
。

　
各
種
通
知
や
安
心
安
全

メ
ー
ル
で
さ
ら
な
る
周
知
強

化
を
図
り
ま
す
。

問答問答問

答
低
出
生
体
重
児
は
発
育
や

発
達
の
遅
延
、
障
害
さ
ら
に

は
成
人
期
も
含
め
た
健
康
リ

ス
ク
の
高
さ
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
家
族
は
あ
ら
ゆ
る
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
不

安
を
抱
え
、
育
児
上
の
困
難

に
直
面
し
て
お
り
、
個
々
の

状
況
に
寄
り
添
っ
た
継
続
的

な
支
援
が
必
要
で
す
。

　
母
親
の
気
持

ち
が
楽
に
な
る
よ

う
な
、
家
庭
訪
問

と
訪
問
型
サ
ポ
ー

ト
の
さ
ら
な
る
支

援
に
つ
い
て
。

　
丁
寧
に
聞
き

取
り
、
寄
り
添
い
な
が
ら
支

援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
病
弱
・
発
育
不
全
の
子

ど
も
の
就
学
猶
予
に
つ
い
て
。

　
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、

国
の
考
え
方
に
沿
っ
て
医

学
・
教
育
の
両
面
か
ら
判
断

し
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
意

向
を
尊
重
し
判
断
し
ま
す
。

問答

問答

全
国
各
地
で
子
ど
も
が
対

象
の
心
病
む
事
件
、
事
故
が

発
生
し
て
お
り
、
ま
た
、
昨

年
よ
り
ク
マ
の
出
没
が
多
発

し
て
お
り
、
小
中
学
校
に
通

わ
せ
て
い
る
保
護
者
の
皆
さ

ん
は
通
学
時
は
も
と
よ
り
、

公
園
な
ど
で
の
遊
び
の
時
な

ど
心
配
が
絶
え
ま
せ
ん
。

市
の
配
慮
に
よ
り
ク
マ
対

策
の
た
め
市
内
小
中
学
生
全

員
に
ク
マ
鈴
を
配
布
し
て
頂

き
、
保
護
者
の
方
々
か
ら
感

謝
の
言
葉
を
頂
い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
多
い
我
が
市
に
お

い
て
、
市
の
宝
で
あ
り
ま
す

子
ど
も
達
の
安
全
、
安
心
が

最
大
の
施
策
で
は
な
い
か
と

考
え
、
次
の
質
問
を
致
し
ま

す
。

　
現
在
市
で
設
置
し
て
い

る
防
犯
カ
メ
ラ
は
何
台
か
伺

い
ま
す
。

　
市
が
管
理
す
る
防
犯
カ

メ
ラ
は
１
０
６
台
稼
働
し
て

お
り
、
ユ
ー
ト
ミ
ヤ
や
、
市

民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
に

は
利
用
者
の
安
全
の
た
め
施

設
管
理
用
カ
メ
ラ
を
別
途
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
１
台
当
た

り
の
金
額
と
設
置
に
つ
い
て
、

予
算
を
伺
い
ま
す
。

　
既
存
の
電
柱
を
利
用
し

て
事
業
費
を
抑
え
た
場
合
で

も
約
93
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
達
の
遊
び
場
や
、

富
谷
小
学
校
の
送
り
迎
え
に

利
用
さ
れ
て
い
る
駐
車
場
と

し
ん
ま
ち
公
園
に
、
早
急
に

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
求
め

ま
す
が
見
解
を
求
め
ま
す
。

　
し
ん
ま
ち
公
園
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ク
マ
対
策
に
加

え
、
し
ん
ま
ち
公
園
周
辺
の

防
犯
対
策
に
も
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
、
国
の
補
助
金
を

活
用
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
を
検
討
し
ま
す
。

　
市
内
全
域
に
市
民
の
安

全
安
心
の
た
め
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
の
増
設
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
見
解
を
求
め
ま
す
。

　
市
民
の
安
全
安
心
の
た

め
犯
罪
を
一
件
で
も
起
こ
さ

な
い
た
め
防
犯
カ
メ
ラ
の
重

要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
員

同
様
に
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
に
向
け
て
は
改
め
て

今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

十
分
認
識
し
た
上
で
、
新
年

度
の
予
算
編
成
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問答

問答問答問

答

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
増
設
に
つ
い
て

問
新
年
度
予
算
に
て
取
り
組
み
ま
す

答

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問
周
知
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
む

答

低
出
生
体
重
児
と
家
族
へ
支
援
拡
充
を

問
丁
寧
に
寄
り
添
い
支
援
し
て
い
く

答

▲�宮城県保健福祉部�
子育て社会推進課作成

渡邊　俊一 議員

畠山　由美 議員
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委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
案
審
査

決
算
審
査

予

算

子
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
と
は
、

生
命
を
脅
か
す
病
気
や
重
い

障
害
の
あ
る
子
ど
も
と
、
そ

の
家
族
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
支
援
す
る
施
設
・

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
本
市
で
も

整
備
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
子
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
の
必

要
性
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

　
必
要
性
は
十
分
に
認
識

を
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
や
家
族
の
世
帯

数
や
生
活
実
態
の
把
握
は
し

て
い
ま
す
か
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
が
い
る

世
帯
数
は
17
世
帯
で
す
。

　
明
石
台
地
区
に
取
得
済

み
の
用
地
か
ら
総
合
病
院
用

地
面
積
を
差
し
引
い
た
残
り

に
つ
い
て
、
子
ど
も
ホ
ス
ピ

ス
を
公
募
し
て
は
。

　
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
把
握

や
財
源
確
保
な
ど
課
題
が
多

く
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問答問答

問答

近
年
、
共
働
き
世
帯
の
増

加
な
ど
を
背
景
に
、
子
ど
も

の
登
校
時
間
よ
り
も
早
く
保

護
者
が
出
勤
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
、
子
ど
も
の

朝
の
居
場
所
が
な
い
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
全
国
の
自
治
体

で
は
小
学
校
の
開
門
時
間
を

早
め
た
り
、
始
業
前
の
児
童

の
居
場
所
を
学
校
内
に
設
け

た
り
す
る
取
り
組
み
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
開
門
時
間
を
早

め
る
件
に
つ
い
て
本
市
の
見

解
は
。

　
万
が
一
の
怪
我
や
ト
ラ

ブ
ル
、
不
審
者
侵
入
な
ど
の

防
犯
上
の
リ
ス
ク
に
対
し
て

責
任
あ
る
安
全
管
理
が
困
難

で
あ
る
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調

査
を
実
施
し
、
研
究
を
進
め

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
は
保
護
者
に
過
度
な

期
待
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
調
査
の
実

施
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。

問答問

答

子
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
整
備
の
検
討
を

問
国
、
県
、
他
自
治
体
等
の
動
向
を
注
視

答

退
職
を
一
つ
の
節
目
と
し

て
、
地
域
と
の
接
点
や
外
出

の
機
会
を
増
や
し
、
人
と
の

つ
な
が
り
を
楽
し
む
、
地
域

で
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
な
ど
、
心
身
の
健
康
、

生
き
が
い
、
介
護
予
防
は
健

康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
予

防
の
推
進
と
全
市
民
の
健
康

づ
く
り
を
促
す
施
策
の
充
実

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

健
康
づ
く
り
へ
つ
な
が
る
情

報
提
供
、
き
っ
か
け
づ
く
り

の
視
点
と
、
特
に
55
歳
か
ら

70
歳
位
の
男
性
参
加
の
セ
ミ

ナ
ー
開
催
な
ど
の
計
画
に
つ

い
て
は
。

　
孤
独
・
孤
立
を
防
ぐ
こ

と
も
含
め
て
、
長
く
健
康
に

過
ご
せ
る
環
境
整
備
は
大
変

重
要
と
考
え
、「
健
康
推
進

計
画
」
に
明
記
し
て
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
開
催
も
含
め
、

健
康
づ
く
り
事
業
の
内
容
を

考
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
福
祉
を
視
野
に
展
開
す

る
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
で
、

市
民
全
体
で
健
康
づ
く
り
に

共
に
支
え
合
う
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
。

　
新
し
い
視
点
だ
と
思
い

ま
す
。
市
民
の
思
い
も
考
慮

し
て
、
他
の
団
体
の
事
例
も

参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問

答

問答

健
康
寿
命
と
社
会
参
加
の
推
進
に
つ
い
て

問
支
援
強
化
で
健
康
寿
命
延
伸
に
努
め
ま
す

答

高
齢
者
移
動
支
援
に
タ
ク
シ
ー
補
助
は

問
検
討
を
早
期
に
進
め
ま
す

答

学
校
の
開
門
時
間
、
本
市
の
見
解
は

問
責
任
あ
る
安
全
管
理
が
困
難
と
懸
念

答

高
齢
者
の
交
通
支
援
事
業

の
「
と
み
ぱ
す
」
は
高
い
評

価
で
す
。
し
か
し
、
高
齢
世

帯
の
孤
立
も
重
な
り
経
済
的

に
も
負
担
が
大
き
い
通
院
に

か
か
る
タ
ク
シ
ー
代
等
の
支

援
に
つ
い
て
、
格
差
が
生
じ

る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
タ
ク
シ
ー
等
利
用
の
移

動
支
援
に
つ
い
て
。

　
選
択
肢
を
広
げ
る
有
効

な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
い

う
認
識
で
す
。
タ
ク
シ
ー
利

用
券
の
実
現
に
向
け
た
検
討

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問答

▲�市内小学校の校門
須藤　義 議員

浅野　直子 議員
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委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
案
審
査

決
算
審
査

予

算

ス
ポ
ー
ツ
に
は
競
技
力
を

高
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
人

と
人
を
つ
な
ぎ
、
地
域
に
一

体
感
を
生
み
、
夢
や
希
望
、

活
力
を
与
え
る
力
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
市
内
の
民
間
屋

内
運
動
施
設
で
あ
る
Ｎ
１
ド

ー
ム
が
老
朽
化
な
ど
に
よ
り

閉
鎖
さ
れ
る
と
伺
い
ま
し
た
。

総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠

点
と
し
て
さ
ら
な
る
機
能
強

化
を
図
り
、
野
球
専
用
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
を
含
め
将
来

的
な
可
能
性
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。
学
校
の
校
庭

に
は
夜
間
照
明
施
設
を
整
備

し
、
夕
方
以
降
の
ク
ラ
ブ
活

動
や
市
民
団
体
の
活
動
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、

学
校
施
設
を
拠
点
と
し
て
捉

え
て
施
設
の
利
用
環
境
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

　
Ｎ
１
ド
ー
ム
閉
鎖
に
よ

る
市
民
へ
の
影
響
と
認
識
は
。

　
市
民
活
動
に
影
響
を
お

よ
ぼ
す
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
が
慎
重
に
取
り
扱

い
ま
す
。

　
民
間
施
設
で
は
あ

り
ま
す
が
、
市
民
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
拠
点
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

支
援
策
や
補
助
制
度
を

検
討
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
事
業
者
へ
の
聞
き

取
り
な
ど
を
行
い
、
今

後
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
利
用
者
の
意
見
を

聞
き
取
っ
て
い
た
だ
き
今
後

の
対
応
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
が
。

　
利
用
者
の
声
を
聞
き
な

が
ら
で
き
る
支
援
が
な
い
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
総
合
運
動
公
園
に
つ
い

て
新
し
い
利
用
者
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
さ
ら
な
る
機
能
強
化

と
し
て
野
球
専
用
グ
ラ
ウ
ン

ド
へ
の
整
備
に
つ
い
て
は
。

　
施
設
長
寿
命
化
計
画
を

踏
ま
え
施
設
の
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
ま
ず
は
、
維
持
管

理
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
校
庭
へ
ナ
イ
タ
ー

設
備
を
整
備
し
、
部
活
動
地

域
展
開
の
支
援
策
と
し
て
は
。

　
地
域
ク
ラ
ブ
の
方
々
か

ら
ニ
ー
ズ
を
伺
い
、
夜
間
照

明
の
必
要
度
の
検
証
な
ど
研

究
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
声
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
活

力
あ
る
街
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問答

問答問

答問答問答

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
推
進
と
充
実

問
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
街
づ
く
り
を
進
め
ま
す

答

こ
れ
ま
で
私
は
15
年
間
に

わ
た
っ
て
１
期
目
は
３
問
を

目
標
に
一
般
質
問
を
、
近
年

は
概
ね
２
問
の
テ
ー
マ
を
決

め
、
財
政
関
係
を
中
心
に
質

問
を
続
け
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
や

議
員
と
し
て
の
議
決
行
為
の

中
で
、
釈
然
と
し
な
い
事
案

が
あ
り
ま
す
。
令
和
４
年
度

か
ら
令
和
６
年
度
の
富
谷
宿

に
対
す
る
補
助
金
２
４
３
０

万
円
の
件
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

　
令
和
７
年
度
以
降
の
商

品
開
発
状
況
は
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
３
年

間
に
お
い
て
、
本
市
か
ら
の

補
助
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

補
助
事
業
と
し
て
株
式
会

社
１
０
３
８
（
と
み
や
ど
施

設
の
指
定
管
理
者
）
が
地
場

産
品
を
活
用
し
た
商
品
開
発

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
７
年
度
の
売

上
は
全
国
発
酵
食
品
サ
ミ
ッ

ト
で
の
売
上
も
あ
り
約
１
０

７
万
円
、
８
年
度
は
７
月
末

現
在
で
の
売
上
額
が
約
21
万

円
で
す
。

株
式
会
社
１
０
３
８
で
は

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
や
原
材
料

の
供
給
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

て
発
注
を
行
っ
て
お
り
、
味

噌
、
醤
油
、
甘
酒
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
こ
と
か
ら
、
今
後
定

期
的
に
味
噌
、
醤
油
の
納
品

が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
報

告
を
受
け
て
い
ま
す
。
新
商

品
の
開
発
に
つ
い
て
は
あ
る

程
度
の
先
行
投
資
が
必
要
で

あ
り
、
今
回
も
そ
の
意

味
で
は
国
の
交
付
金
２

分
の
１
を
活
用
し
て
、

本
市
と
し
て
は
当
該
投

資
分
を
一
定
期
間
か
け

て
回
収
す
る
と
い
う
考

え
方
に
基
づ
き
、
株
式

会
社
１
０
３
８
と
連
携

し
新
商
品
の
認
知
度
向

上
と
さ
ら
な
る
売
上
ア

ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
と
み
ぷ
ら
を
拠
点
と
し

た
起
業
者
（
平
成
30
年
か
ら

令
和
７
年
の
合
計
で
92
名
）

の
そ
の
後
の
動
向
に
つ
い
て
。

　
富
谷
塾
の
第
１
期
か
ら

第
８
期
ま
で
の
起
業
者
は
合

計
92
名
で
、
そ
の
う
ち
法
人

格
を
有
し
た
も
の
が
21
件
で

す
。今

後
も
塾
生
一
人
一
人
の

状
況
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

起
業
に
向
け
た
実
践
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問答

問答

「
新
商
品
開
発
」
の
そ
の
後
は

問
富
谷
宿
を
中
心
に
販
売
し
て
い
ま
す

答

荒谷　敏 議員

出川　博一 議員
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一
般
質
問

議
案
審
査

決
算
審
査

予

算

令
和
８
年
５
月
１
日
に
成

田
一
丁
目
に
ユ
ー
ト
ミ
ヤ
が

開
館
し
ま
し
た
。
新
図
書
館

の
な
か
に
は
子
ど
も
図
書
館

も
整
備
さ
れ
、
創
造
の
丘
は

絵
本
や
児
童
書
に
親
し
み
な

が
ら
創
作
活
動
や
読
み
聞
か

せ
に
親
し
め
る
子
ど
も
向
け

の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
児
童
屋

内
遊
戯
施
設
と
み
の
わ
パ
ー

ク
や
ス
イ
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
も
備
え
ま
す
。
子
育

て
支
援
の
基
盤
の
一
つ
と
な

る
複
合
施
設
と
し
て
、
多
く

の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
絵
本
に
親
し

む
環
境
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

で
、
乳
児
期
か
ら
の
絵
本
と

の
出
会
い
を
よ
り
多
く
の
家

庭
に
届
け
る
仕
組
み
と
し
て

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
意
義
は

一
層
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。

　
幼
児
と
絵
本
に
親
し
む

機
会
作
り
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
ど
の
よ
う
な
検
討
を
行

っ
て
き
ま
し
た
か
。     　

                                 

　
言
語
発
達
の
促
進
や
親

子
間
の
愛
着
形
成
、
情
緒
の

安
定
、
想
像
力
、
共
感
力
の

育
成
な
ど
乳
幼
児
の
健
や
か

な
成
長
を
多
面
的
に
支
え
る

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と

認
識
を
し
て
お
り
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
多
角
的

に
検
討
を
重
ね
、
絵
本
に
親

し
む
環
境
の
整
備
と
機
会
の

確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

の
導
入
を
進
め
て
い
く

考
え
と
、
具
体
的
な
課

題
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
と
み
こ
こ
や
ユ
ー

ト
ミ
ヤ
の
機
能
を
最
大

限
に
生
か
し
た
独
自
の

取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
課
題
は
、
親
子

の
待
ち
時
間
が
長
く
な

る
こ
と
や
、
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や

継
続
的
な
取
り
組
み
と
す
る

た
め
の
、
組
織
作
り
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
通

じ
て
、
ユ
ー
ト
ミ
ヤ
の
利
用

促
進
に
つ
な
が
る
相
乗
効
果

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
乳
児
健
診
に
お
い
て
配

布
す
る
、
絵
本
引
き
換
え
券

の
活
用
に
よ
り
、
ユ
ー
ト
ミ

ヤ
へ
の
来
館
促
進
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

答問答

問答

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
導
入
は

問
本
市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
実
施

答

ご
み
出
し
が
困
難
に
な
る

こ
と
は
、
ご
み
屋
敷
化
や
セ

ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
、
認
知
症

の
早
期
発
見
、
孤
立
防
止
な

ど
、
多
く
の
福
祉
課
題
と
密

接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
高
齢
化
は
進
み
、
本
市

で
も
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
は
さ

ら
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
を

想
定
し
、
質
問
し
ま
す
。

　
令
和
９
年
度
予
算
に
高

齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
事
業

を
計
上
す
る
考
え
は
。

　
当
初
予
算
に
新
規
事
業

と
し
て
計
上
し
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
制
度
設

計
・
手
法
が
本
市
に
適
し
て

い
る
と
考
え
ま
す
か
。

　
見
守
り
体
制
や
支
え
合

え
る
機
能
も
含
め
、
ご
自
宅

か
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま

で
の
運
搬
支
援
が
実
情
に
最

も
適
し
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

問答問

答

高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
を
求
め
る

問
令
和
９
年
度
当
初
か
ら
新
規
事
業
開
始

答

菊池　美穂 議員

宮
城
交
通
南
富
谷
サ
ニ
ー

タ
ウ
ン
線
が
来
年
度
か
ら
す

べ
て
廃
止
さ
れ
、
鷹
乃
杜
や

と
ち
の
木
団
地
内
を
通
る
路

線
は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。
こ

の
路
線
を
失
う
地
域
と
し
て

は
深
刻
で
切
実
な
問
題
で
す
。

既
存
の
路
線
バ
ス
を
地
域
全

体
で
守
る
べ
き
社
会
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
位
置
づ
け
、
移
動

手
段
の
確
保
と
利
便
性
の
維

持
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
強
化

充
実
は
必
須
と
考
え
ま
す
。

　
廃
線
エ
リ
ア
の
代
替
交

通
や
、
予
算
面
も
含
め
、
方

策
の
強
化
が
必
要
で
す
。
取

り
組
み
充
実
の
ご
意
思
は
。

　
市
民
バ
ス
ダ
イ
ヤ
変
更

で
の
対
応
等
、
ま
た
、
交
通

事
業
者
を
は
じ
め
、
国
、
県

お
よ
び
近
隣
自
治
体
と
広
域

連
携
も
強
化
し
な
が
ら
、
予

算
も
新
た
に
確
保
し
て
で
も
、

あ
ら
ゆ
る
最
大
限
で
き
る
限

り
の
対
応
を
努
力
し
ま
す
。

問答

南
富
谷
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
線
廃
止
の
対
応

問
最
大
限
で
き
る
限
り
の
対
応
を
努
力

答

ご
み
屋
敷
対
策
条
例
設
置
の
考
え
は

問
早
急
に
条
例
制
定
に
向
け
進
め
る

答

その他の
質 問

▲宮城交通 鷹乃杜バス停留所

長谷川る美 議員
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査

決
算
審
査

予

算

　
小
規
模
校
同
士
の
授
業

を
合
同
で
行
い
、
統
廃
合
を

回
避
し
、
一
つ
の
授
業
に
教

員
が
２
名
つ
く
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
先
進
事
例
を
、

ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
大
変
参
考
に
な
る
事
例

と
考
え
ま
す
。

　
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
ス
マ

ー
ト
ロ
ッ
ク
を
導
入
し
た
ら

管
理
人
は
必
要
な
く
な
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。

　
検
討
課
題
と
し
ま
す
。

　
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
小
中

学
生
が
放
課
後
に
立
ち
寄
っ

て
談
話
や
勉
強
を
行
う
と
こ

ろ
に
主
眼
を
置
い
て
の
設
備

整
備
に
つ
い
て
は
。

　
そ
う
い
っ
た
活
動
を
把

握
し
て
何
か
で
き
る
こ
と
が

な
い
か
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
未
来
を
つ
く

り
、
社
会
を
支
え
て
い
く
人

材
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
、

市
民
バ
ス
等
の
料
金
制
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
を
強
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　
小
中
高
生
の
無
料
化
は

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
や

利
用
促
進
と
い
う
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
ユ
ー
ト
ミ
ヤ
の
利
用
文

化
の
醸
成
に
つ
い
て
セ
ン
タ

ー
長
に
所
感
を
伺
い
ま
す
。

　
一
体
的
な
空
間
で
さ
ま

ざ
ま
な
世
代
間
の
交
流
を
創

出
さ
せ
る
目
的
が
あ
る
の
で
、

自
由
度
を
大
き
く
す
る
運
用

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
そ
う
ぞ
う
の
お
か
に
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
は
必
要
な
い

と
思
い
ま
す
。
ウ
ッ
ド
カ

ー
ペ
ッ
ト
の
よ
う
な
、
一

体
感
の
あ
る
も
の
を
使
っ

て
、
こ
こ
は
汚
し
て
し
ま

っ
て
は
だ
め
だ
と
い
う
印

象
を
つ
け
な
い
よ
う
な
対

応
を
求
め
ま
す
。

　
議
員
か
ら
の
提
案
、

利
用
者
の
声
も
含
め
て
調

査
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　
市
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
で
子
ど
も
が
近
く
に
い
る

の
に
喫
煙
を
す
る
大
人
の
姿

を
散
見
し
て
い
ま
す
が
。

　
望
ま
し
い
行
動
で
は
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
の
こ
ど
も
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定

時
の
質
疑
で
も
強
く
訴
え
ま

し
た
が
、
理
念
条
例
を
理
念

の
ま
ま
に
し
な
い
施
策
の
推

進
を
求
め
ま
す
。

　
継
続
的
な
周
知
・
情
報

発
信
等
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

問答問答問答問

答問答問答

問答問答

我
が
市
の
子
育
て
・
教
育
に
つ
い
て

問
地
域
、
行
政
、
家
庭
で
子
ど
も
を
支
援

答

伊藤　嘉樹 議員

全
国
的
に
人
命
に
関
わ
る

災
害
が
続
い
て
い
ま
す
。

災
害
が
少
な
い
富
谷
市
で

す
が
、
日
ご
ろ
の
備
え
が
重

要
で
あ
り
、
い
ざ
と
い
う
時

に
は
、
安
全
、
安
心
な
避
難

所
の
運
営
が
必
要
と
考
え
以

下
質
問
し
ま
す
。

　
要
介
護
、
要
支
援
者
以

外
の
高
齢
者
へ
の
避
難
へ
の

対
応
は
。

　
原
則
、
町
内
会
や
自
主

防
災
組
織
で
対
応
し
て
い
く

と
捉
え
て
い
ま
す
。
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
、
ま

た
、
75
歳
以
上
の
二
人
暮
ら

し
の
世
帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、

民
生
委
員
児
童
委
員
の
協
力

を
い
た
だ
き
個
別
訪
問
し
た

上
で
そ
の
地
域
の
実
情
を
把

握
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
会
と
の
連
携
は
。

　
個
別
避
難
計
画
を
策
定

す
る
に
当
た
り
、
町
内
会
長
、

民
生
委
員
児
童
委
員
ま
た
、

市
の
三
者
で
協
議
体
を
も
っ

て
い
ま
す
。
対
象
者
の
方
の

体
の
状
況
、
確
認
事
項
等
を

踏
ま
え
、
個
別
避
難
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

平
時
か
ら
情
報
を
共
有
し

て
町
内
会
と
の
連
携
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
個
別
避
難
計
画
の
名
簿

活
用
の
問
題
点
は
。

　
目
的
外
利
用
が
で
き
な

い
こ
と
が
多
く
あ
り
、
活
用

が
限
定
的
で
あ
る
の
が
現
状

で
す
。
今
後
と
も
行
政
区
長

や
民
生
委
員
児
童
委
員
と
連

携
し
、
よ
り
一
層
の
登
録
勧

奨
を
図
り
、
平
常
時
か
ら
要

支
援
者
の
見
守
り
、
災
害
時

の
迅
速
な
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
避
難
所
の
開
設
期
間
と
、

車
中
泊
の
考
え
は
同
じ
か
。

　
車
中
泊
避
難
に
つ
き
ま

し
て
は
、
統
一
的
な
基
準
は

あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
救
助
法

に
基
づ
く
避
難
所
の
開
設
期

間
を
踏
ま
え
つ
つ
、
状
況
に

応
じ
た
段
階
的
な
対
応
を
実

施
し
ま
す
。

　
車
中
泊
避
難
が
長
期
化

し
た
場
合
の
対
応
は
。

　
避
難
が
長
期
化
し
た
場

合
の
対
応
は
、
避
難
所
へ
の

支
援
、
要
配
慮
者
を
優
先
に

福
祉
避
難
所
へ
の
受
け
入
れ

を
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答問答

問答

問答問答

個
別
避
難
行
動
計
画
の
策
定
状
況
は

問
個
別
避
難
計
画
を
別
途
作
成

答

▲�地域展開後の部活動

渡邊　清美 議員
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委
員
会
活
動

一
般
質
問

（7月実施）

◎
調
査
日　
７
月
30
日

仏
所
地
区
は
、
西
友
富
谷

店
の
閉
店
や
市
民
バ
ス
路
線

の
変
更
等
に
よ
り
移
動
の
不

便
が
生
じ
て
い
ま
す
。
現
地

確
認
の
上
、
デ
マ
ン
ド
型
交

通
の
運
行
区
域
へ
組
み
入
れ

る
よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
、
令

和
９
年
度
か
ら
の
実
施
を
目

指
し
進
め
る
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
対
象
区
域
拡
大
に

伴
う
公
平
性
に
つ
い
て
は
、

他
地
区
の
需
要
調
査
を
進
め

検
討
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

今
回
の
調
査
で
は
実
際
に

地
域
を
歩
き
、
数
字
や
資
料

だ
け
で
は
把
握
し
に
く
い
負

担
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
の
公
共
交
通

施
策
に
お
い
て
も
、
利
用
者

数
等
の
客
観
的
な
デ
ー
タ
分

析
と
、
実
際
に
利
用
す
る
市

民
の
声
や
現
地
の
状
況
を
組

み
合
わ
せ
て
検
証
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
距
離
だ
け
で

は
な
く
、
道
路
状
況
、
坂
道
、

地
下
道
の
有
無
、
周
辺
の
買

い
物
・
医
療
施
設
等
の
立
地

を
含
め
、
実
際
の
生
活
上
の

移
動
負
担
を
考
慮
し
た
運
行

区
域
の
設
定
を
求
め
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

各委員会の説明
総 務 常 任 委 員 会…�市の財政、市税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査

をします。
教育民生常任委員会…�教育、子育て、福祉、健康保険、介護保険等について調査や審査をし

ます。
産業建設常任委員会…�経済振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査を

します。

市民バスとデマンド型交通の利便性向上について
地域内の
� フィーダー交通の充実を
調査先：企画部　企画政策課
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委
員
会
活
動

一
般
質
問

議
案
審
査

決
算
審
査

予

算

ICT教育について
子どもたちの教育へ資する
� 提言へ向けて
調査先：教育委員会

◎
調
査
日　
７
月
24
日

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で

は
、
継
続
的
な
調
査
と
政
策

提
言
に
向
け
た
意
見
集
約
を

行
う
た
め
、
年
間
テ
ー
マ
を

設
定
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」

と
「
不
登
校
」
の
２
つ
で
す
。

今
回
は
市
内
小
中
学
校
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
現
場

の
視
察
を
も
と
に
行
わ
れ

た
、
市
教
育
委
員
会
と
の
意

見
交
換
か
ら
抽
出
さ
れ
た
課

題
感
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。
教
育
現
場
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
機
器
の
さ
ら
な
る
利

活
用
や
、
教
職
員
の
業
務
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
で
あ
る

「
校
務
Ｄ
Ｘ
」
の
拡
大
に
つ

い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
、

子
ど
も
た
ち
が
等
し
く
質
の

高
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
一
段
と
深
化
さ

せ
た
環
境
整
備
と
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
必
要
性
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
年
度
末
の
提
言

に
向
け
て
、
今
後
も
調
査
を

し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

◎
調
査
日　
７
月
27
日

市
の
有
害
鳥
獣
対
策
は
一

定
の
成
果
が
認
め
ら
れ
る
も

の
の
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

作
物
被
害
や
ク
マ
の
出
没
は

依
然
深
刻
で
あ
り
、
市
民
生

活
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と

し
た
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の

強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
捕
獲
体
制
の
強

化
や
担
い
手
確
保
、
Ａ
Ｉ
・

ド
ロ
ー
ン
等
の
新
技
術
の
活

用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
県

主
導
に
よ
る
広
域
連
携
を
強

化
し
、
総
合
的
な
対
策
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
捕
獲
個
体
の
処
理

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
運

営
体
制
や
財
政
負
担
を
十
分

に
検
証
し
、
持
続
可
能
な
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

森
林
環
境
整
備
や
土
地
所

有
者
と
の
協
力
体
制
の
確
立

も
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
課
題
に
対
し
市
が
主
体
的

か
つ
計
画
的
に
取
り
組
む
よ

う
、
引
き
続
き
強
く
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

有害鳥獣対策について
安全最優先の
� 体制整備を求む～
調査先：経済産業部　農林振興課
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一
般
質
問

議
案
審
査

決
算
審
査

予

算

委
員
会
活
動

請願と陳情の提出方法
　市が行うことに関して意見や要望がある場合、請願
書や陳情書を提出することができます。
●請願書
　請願書を提出する場合は、市議会議員の紹介が必要
になります。請願書が提出されると、本会議で議長が
所管事項に該当する委員会へ付託し、委員会で審査し
た後、本会議で採択か不採択、または保留を決定しま
す。その結果は、請願者に通知されます。
　また、採択した請願について議会が認めた場合は、
執行機関ほか関係機関に処理の経過と結果の報告を求
めることになります。
●陳情書
　陳情書を提出する場合は、市議会議員の紹介は不要
です。陳情書は議員に配付されます。
　請願書・陳情書について、詳しくは富谷市議会ＨＰ
をご覧ください。

議員全員協議会を開催しました
８月10日
（1）議員の倫理規範について
その他
（1）議会だより申合せ事項について

８月25日
（1）提出予定議案に関する案件
　①令和８年度富谷市一般会計補正予算（第２号）
　②令和８年度富谷市市営墓地特別会計補正予算（第２号）
　③�令和８年度富谷市国民健康保険特別会計補正予算�
（第２号）

　④令和８年度富谷市介護保険特別会計補正予算（第２号）
　⑤�令和８年度富谷市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

　⑥令和８年度富谷市下水道事業会計補正予算（第２号）
　⑦和解及び損害賠償額の確定について
　⑧教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
　⑨�人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること
について

（2）提出予定議案以外で説明を要する案件
　①富谷市デマンド型交通による墓参機会の確保について
　②�富谷市総合計画・後期基本計画の成果目標達成状況に
ついて 

　③第２次富谷市地方創生総合戦略の効果・検証について
　④結婚新生活支援事業について
その他
（1）決算審査の意見に対する質疑について
（2）人事及び諮問案件の表決について
（3）議会費の決算及び補正予算について

９月７日
（1）政治倫理審査会について

９月15日
（1）提出予定議案に関する案件
　①令和８年度富谷市一般会計補正予算（第３号）
（2）提出予定議案以外で説明を要する案件
　①新病院整備に関する進捗状況について
　②ＧＸ戦略地域の認定について

行政視察を受け入れました
視察日 議会名 視察の目的

  5月12日（火） 宮城県議会
地域交通対策調査特別委員会 基幹公共交通整備の取組について

  5月25日（月） 福岡県春日市議会
会派合同

不登校特例校富谷市立富谷中学校
西成田教室について

  6月18日（木） 宮城県議会
公明党県議団

不登校特例校富谷市立富谷中学校
西成田教室について

  6月29日（月） 静岡県清水町議会
総務建設委員会

富谷市の地域公共交通
（富谷市民バス・とみぱす）について

  7月  9日（木） 宮城県登米市議会
教育民生常任委員会

・�「富谷市複合図書館　ユートミヤ」について
・�不登校特例校富谷市立富谷中学校�
西成田教室について

  7月13日（月） 島根県雲南市議会
産業建設常任委員会

「住みたくなるまち日本一」について
（旧公共施設を再生した産業交流拠点の造成等）

  8月  5日（水） 北海道根室市議会
会派合同

不登校特例校富谷市立富谷中学校
西成田教室について

10月  5日（月） 宮城県名取市議会 「富谷市複合図書館　ユートミヤ」について

10月16日（金） 千葉県富里市議会
文教厚生常任委員 「富谷市複合図書館　ユートミヤ」について

人
事

熊
本
地
震
へ
の
お
見
舞
い

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
の

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
同
意
を
求
め
ら

れ
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
７
月
28
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

の
被
災
地
へ
、
九
州
市
議
会
議
長
会
を
通
し
、

富
谷
市
議
会
か
ら
義
援
金
を
贈
り
ま
し
た
。

被
災
地
の
皆
様
の
安
全
と
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
に

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

宮
崎
　
宏
　
枝 

さ
ん
（
明
石
台
）	

平
間
　
由
美
子 

さ
ん
（
と
ち
の
木
）	

関
口
　
智
　
子 

さ
ん
（
日
吉
台
）	

高
世
　
美
枝
子 

さ
ん
（
成
　
田
）	

本
郷
　
真
　
理 

さ
ん
（
東
向
陽
台
）	
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未来へはばたけ とみやっ子

＜表紙紹介＞
熊野神社

　元和４年（1618年）伊達政宗の命による
富谷宿の開設に伴い現在地に移築され、宿
場全体の総社として大切にされてきました。
　境内には、鐘楼、多数の石仏、石灯群が
あり、神仏習合の名残をとどめています。
　毎年10月第１日曜日には例祭が斎行され
ます。

　
富
谷
市
は
今
年
10
月
に
市

制
施
行
10
周
年
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
富

谷
市
の
未
来
を
考
え
る
大
切

な
年
で
す
。

　

ま
た
、「
Ｇ
Ｘ
戦
略
地

域
（
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
集
積

型
）」
に
認
定
さ
れ
、
新
た

な
産
業
の
創
出
に
向
け
た
一

歩
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
政
の
動
き

や
議
会
で
の
議
論
を
分
か
り

や
す
く
お
伝
え
し
、
市
民
の

皆
様
の
声
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
よ
り
良
い
富
谷
の
未
来

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。広

報
委
員
　
畠
山　
由
美

１
９
９
５
年
創
立
の

日
吉
台
小
学
校
で
、
10

月
１
日
に
開
校
記
念
朝

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
会
で
は
、
計
画
委

員
か
ら
児
童
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
力
強
く
発
表
さ

れ
、
自
分
た
ち
で
つ
く

る
日
吉
台
小
の
未
来
を

思
い
描
き
ま
し
た
。
ま

た
、
本
校
の
作
詞
者
で

あ
る
氏
家
尚
子
先
生
を
特
別

に
お
招
き
し
ま
し
た
。
児
童

か
ら
の
質
問
に
温
か
く
答
え

て
い
た
だ
い
た
後
は
、
氏
家

先
生
の
指
揮
で
全
校
児
童
が

校
歌
を
合
唱
し
、
深
く
心
に

残
る
貴
重
な
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

当
日
は
校
長
室
も
開
放
。

普
段
は
入
る
機
会
の
な
い
校

長
室
で
、
児
童
た
ち
は
う
れ

し
そ
う
に
ソ
フ
ァ
や
校
長
先

生
の
椅
子
に
座
り
、
特
別
な

時
間
を
満
喫
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
歴
代
の
卒
業
ア
ル
バ
ム

を
見
る
時
間
も
設
け
ら
れ
、

昔
の
校
舎
や
学
校
の

様
子
に
驚
き
な
が

ら
、
自
分
た
ち
の
通

う
母
校
の
歴
史
と
歩

み
を
身
近
に
感
じ
る

充
実
し
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

日吉台小学校
〜 受け継がれる歴史と未来への一歩 〜

編
　
集
　
後
　
記

日吉台三丁目会館に挽きたてのコーヒーの香り漂う「街かどカ
フェ」が町内会や市・社会福祉協議会の支援のもと、オープンしま
した。ご近所同士、近隣地域の方々の憩いの場です。一杯のコー
ヒーですが、老若男女誰でも立ち寄って親睦を深め、住民相互が支
え合う地域づくりの推進を目的としています。
今年７月３日グランドオープンしたばかりで手探り状態での運
営です。自主的に協力してくれる10名のスタッフが美味しいコー
ヒーを提供できるよう奮闘中です。ひまわりの名のごとく、元気に
笑顔でお迎えしております。
平成30年に高齢者同士で、「つながりの会」を設立し、お茶会を
行いましたが長続きしませんでした。でも、皆で集まり楽しい時間
を共有する場が欲しいという想いは残り、カフェオープンにつなが
りました。
一人でよし、
友達同士でも、
グループの会合
など目的は違っ
ても、ほっこり
ゆったり楽し
い時間を提供で
きたらと思いま
す。

代表・那須正行さん
　

待望の街かどカフェ
　「ひまわり」オープン


